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研究の紹介 2 Research  highlight

肉用牛の増産に貢献する

不耕起栽培を利用した飼料作物の多毛作体系

研究の紹介 3 Research  highlight

黒毛和種の生産性向上のための

ICTデバイスを活用した発情検知システム

　日本国内での黒毛和種の繁殖は、ほぼすべて人工授

精や受精卵移植などの人為的な交配によって行われて

おり、雄牛と雌牛が出会って交配する『自然交配』は

ほとんど行われていません。自然交配であれば、繁殖

の基点である雌の“発情”を雄が100%見つけ、適切な

時期に交配が行われますが、人為的な交配を実施する

場合、雌の発情を人が見つける必要があります。

　

　牛の発情を見つけるための手がかりとして、他の牛

に後から乗駕されても(乗りかかられても)逃げずに受

け入れる“乗駕許容行動”をはじめとした発情時の特

別な行動があります(写真)。しかし、近年、農家の大

規模化や労働力不足によって牛一頭当たりに割ける管

理時間が減少しているため発情の見逃しが増加してい

ます。また、夏季の高温環境下では、発情時の特別な

行動をほとんど、または全くしない不明瞭な発情(鈍

性発情と言います)が増加することが知られており、

発情見逃しの一因となっています。約21日に1回しか

ない発情の見逃しは繁殖農家にとって交配の機会を失

う重大な問題であることから、省力的かつ不明瞭な発

情も検知可能な精度の高い発情検知システムが求めら

れています。

　

　これまでに、歩数計や活動量センサーといったICT

デバイスが牛の発情検知に有効である可能性が示され

てきました。私たちの研究グループではICTデバイス

の一つであるテレメトリックな(遠隔測定)歩数計を黒

毛和種に装着して発情検知の精度について調べまし

た。その結果、通常の発情も不明瞭な発情も発情時に

は歩数が増加しており、いずれの発情も装着した歩数

計によって90%以上検知できること、また、検知され

た発情後に人工授精を実施したところ、不明瞭な発情

を示した牛でも通常の発情を示した牛と同じように妊

娠が可能であることが明らかとなりました。以上のこ

とから、テレメトリックな歩数計は発情を検知し、牛

の繁殖効率を向上させるために非常に有効であること

が示されました。

　発情検知用ICTデバイスの主な導入先である100頭以

上の繁殖用雌牛を飼養する大規模農家では、国内の繁

殖用雌牛のおよそ4分の1が飼養されています。今後

は、国内の繁殖雌牛の半数以上を飼養している中小規

模農家(一部零細経営は除く)にも導入可能な、人工授

精適期が時間単位でわかる簡易な手法およびツール、

発情を明瞭化する技術などを開発し、黒毛和種の生産

性をさらに向上させていく予定です。

黒毛和種の繁殖と

発情検知の重要性
　畜産物の生産費に占める飼料費の割合は非常に高

く、肉用牛では子牛1頭あたりの生産費の約4割を占め

ています。肉用牛の増頭に向け、畜産経営を安定させ

るためには、輸入乾牧草より生産コストが安価な自給

飼料の利用割合を高めていくことが重要です。そこで

国産飼料の増産に向けた技術開発を行っています。

　多毛作体系とは同じ畑に年に複数回、作物を作付す

る作付体系です。畑の利用率をあげ、生産性を高める

ことができます。気候の温暖な九州では、一年を通じ

て作物の種まきや収穫を行うことができるため、2毛

作体系が多く取り入れられている地域です。当センタ

ーでは、さらなる生産性向上のために3毛作体系の確

立を目指して、鹿児島県の飼料生産組織の協力のもと

で実証試験を行いました。ここでは、その導入事例を

紹介します。

　3毛作体系導入前の飼料生産組織の作付体系は、夏

作と冬作を年に1回ずつ作付する2毛作体系でした(図

1)。現地の気象条件からは作付回数を増やせると考

え、図1に示す3毛作体系を提案しました。その際、作

業量の増加が問題となったため、前作収穫後に圃場の

耕うんを行わず、そのまま播種することで作業量が削

減できる不耕起栽培技術を開発し、3毛作体系の2作目

と3作目に導入しました(図2)。不耕起栽培技術によ

り、播種作業時間は6割削減され、作業負担が軽減

し、3毛作体系の導入が可能になりました。その結

果、年間収量は慣行の2毛作体系と比べて1.6倍とな

り、飼料生産組織の収益向上に貢献することができま

した。

　多毛作体系の導入にあたっては、給与対象の家畜の

種類や、播種や収穫などの年間の作業量なども考慮し

た上で、多収となる飼料作物や品種の組合せなどを検

討します。当センターでは9月に播種し、12月に収穫

できるようなイタリアンライグラスやエンバクの品種

を開発しています。このような品種を積極的に導入す

ることで、慣行の冬作と収穫時期を分散させ、年間の

作業を平準化するなど、新たな作付体系に取り組める

ようになります。

国産飼料の増産が求められる背景
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多毛作体系とは

飼料生産組織への3毛作体系の

導入例

多毛作体系導入のポイント

▲図1　新たに導入する 3毛作体系と慣行の 2毛作体系

　　　〇--〇は播種期、×--×は収穫期を示す。

▲図 2　不耕起播種作業の様子 ( 上 ) と不耕起栽培で生育する

2作目のスーダングラス (左下 )と 3作目のエンバク (右下 )

▲不耕起栽培技術については、スーダン

グラスを対象としたマニュアルを公開し

ていますのでご覧ください。

繁殖経営の大きな課題

『発情見逃し』

▲写真

乗駕許容行動の様子。

一般的な繁殖農家では

雌牛だけを飼ってお

り、写真で乗駕してい

る牛も乗駕されている

牛も雌牛。下で乗駕さ

れている牛が発情牛。

ICTを用いた発情検知

▲図

通常の発情 (緑 )ならびに不明瞭な発情 (赤 )の発情前後の

歩数推移。矢印は歩数の増加した日すなわち発情の開始日
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